
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、認知症サポーターが 338  
今年度も、温品・上温品・馬木・福田の各場所にてたくさんの認知症サポーター養成講座を

開催しています。この講座は、認知症について正しく知ってもらい、認知症の方への正しい対

応の仕方を知ってもらう場です。この講座を受講すると認知症の方を応援する証として、認知

症サポーターカードが配布されます。9月～11月にかけては子どもたちにも認知症を知っても

らうため、温品小学校・上温品小学校・温品中学校・福木中学校・安芸高校で開催し、多くの

生徒や先生、保護者に参加していただきました。 

そして、11月 2日に開催された福木中学校の認知症サポーター養成講座では、松野クリニッ

クより松野先生、特別養護老人ホームふくだの里より認知症アドバイザーの大畝氏が講師とし

て来ていただきました。参加された 2年生 91名の生徒の皆さんは、松野先生からの認知症に

ついて医学的な視点からの話、また大畝講師からの認知症 

の方との関わり方についての話を、熱心に耳を傾けていま 

した。中にはメモを取りながら話を聞いている生徒もおり、 

講義後の質問では認知症の方との関わり方や認知症の症状 

などについての質問も挙がりました。 

今年度に引き続き、来年度も認知症サポーター養成講座 

を開催予定です。今後も地域の皆さんへの啓発活動を続け、 

認知症の方やそのご家族が安心して暮らせる地域づくりを 

目指していきます。 

 

 

現在、当圏域には温品 3か所、上温品 1か所、馬木 1か所、福田 1か所の認知症カフェが運

営されています。その中で、上温品にある温品福祉センターで新たに 

『ほっとカフェ上温（かみぬく）』が 10月 15日に開店しました！ 

今までに認知症サポーター養成講座、ステップアップ講座を受講された 

地域の方々が中心となり立ち上げられ、今回ついに開店となりました。 

初めての開催となった 10月 15日には多くの地域の方々にお越しいただき、 

脳トレ体操や参加者の皆さんのお話を聞くコーナーなどがあり、とても 

大盛況で終えることができました。 

今後も毎月第 3水曜日に 10時半～12時まで開催されます。開催時間中、 

いつでも出入り自由です。ちょっとお茶しに寄ろうかな？と思われた時間 

にふらっと来店してみていただければと思います。ほんのひと時でも、 

コーヒーやお茶を飲みながらおしゃべりして楽しい時間を過ごしませんか？ 

皆さんのご参加をお待ちしております。 
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 最近、物忘れが気になり始めて財産や不動産の管理が心配になってきた。契約とかよくわか

らなくなってきてるし、悪質商法や振り込め詐欺の被害に合うかもしれない。といった、高齢

者の権利や財産などに不安はありませんか？そんな時に使える制度があります。 

それは・・・成年後見制度です！！ 

成年後見制度は、認知機能や判断能力が低下した人が契約を行う際に不利にならないように

支援、財産や権利を守る制度があります。（２種類） 

〇法定後見制度 （すでに認知機能や判断能力が低下した人が利用する制度） 

〇任意後見制度  ゆくゆく認知機能や判断能力が低下したときに備えて後見の準備をして

おく制度 

 認知機能低下や判断能力が低下すると、悪質な訪問販売など消費者被害にも遭いやすくなり

ます。成年後見制度の利用は、住み慣れた自宅や地域で安心して生活するために活用できるも

のの一つです。 

 地域包括支援センターでも相談に対応したり、被害の防止や救済、制度の紹介など 

行っております。今まで心配だったけど誰にも相談できなかった方や、ご家族に心配 

な方が居るなど、この機会に制度の説明だけでも聞いてみませんか？ 

相談してみたい方は地域包括支援センターまでご連絡ください。 

 また、東区地域支えあい課（082-568-7731）でも相談を受け付けております。 

不安があったり興味のある方は、ぜひ、話だけでも聞いてみてください。 

暮らし慣れたこの地域で、いつまでも生活できるよう、 

権利や財産は守りましょう！！ 

 

 

寒くなり、お風呂で暖まりたくなる季節になりました。しかし、気温が寒い中お風呂に入る

時は注意が必要です。ヒートショックと言って、寒い中熱いおふろに入ると温度の変化により

血圧が急激に変動し脳出血や大動脈解離、心筋梗塞、脳梗塞などの血管疾患が発症しやすくな

ります。それでは、予防するポイントとして… 

〇ポイント 1.脱衣所や浴室、トイレなど使用時には部屋を暖める。 

衣類を脱ぐ場所などを温めると、急激な温度変化を無くしリスクを低くすることができます。 

〇ポイント 2.お風呂の温度は低めに設定。 

推奨されている温度は 38度から 40度で、入浴時は手足からゆっくりつけていくとよいです。 

〇ポイント 3.湯船からはゆっくりと出るようにする。 

湯船の中で体が温まり血圧が低くなっている状態で急に立ち上がると 

めまいやふらつきが出て転倒や失神してしまう人もいます。 

☆入浴前には水分補給を忘れずに☆ 

高齢者に関する

お悩みはお気軽に

ご相談ください！ 

mailto:ｆukuginukusina@yahoo.co.jp

